































審査委員：主査  角南 篤 
委員  後藤 晃 
委員  鈴木 潤 
委員  大山 達雄 




去る 2月 18日の午前 10時より論文発表会を行い、その後引き続き 5名の審査委員による論文
審査委員会を開催した。審査委員は、外部審査委員として三上喜貴・長岡技術科学大学教授を加
え、後藤晃教授（副指導教員）、鈴木潤（副指導教員）、大山達雄副学長、そして角南（主指導
教員）の 5名である。審査委員会では、それぞれの委員からの批評を基に厳正な審査を行い、合
議により修正意見を付し条件付き合格とした。産業技術に対する公的資金の配分システムの比較
という内容は、大変重要なテーマで興味深いという意見が出された一方で、主な修正意見として
は、「理論的枠組み」として「経路依存」と「全体合理的な視点から得る最適解」が対抗的な仮
説として使われているが、イノベーションの効率性とは何を意味するのかなど前提となる概念の
定義にあいまいなところがあり、説得力のある論拠となっていないという指摘がほぼ全委員から
なされた。審査から約 3週間後、修正意見に応じた論文の再提出を受け、主査一任のもとに修正
個所を確認、理論的枠組みの再構成や経路依存に係る仮設の見直し、政策的含意の修正など条件
を満たしていると判断した結果、最終的に合格とした。 
